
～ 人とまちがふれあう映画祭 ～

上映会＆沖田監督 トークイベント

ゲスト 沖田 修一 監督
ゲストは変更になる場合がございます

出演 山﨑 努
樹木 希林
加瀬 亮 吉村 界人

監督・脚本 沖田 修一

・感染症拡大防止のため、客席の前後左右に空席を設けております
・チケット販売の際に、氏名・緊急連絡先のご提供をお願いします
・入場時の検温、手指の消毒、マスクの着用をお願いします
・発熱や風邪の症状がある方は入場できません

主催 蕨市民会館映画祭実行委員会
共催 蕨市
主管 蕨市民会館
協力 カルチャーショックわらび

生活協同組合パルシステム埼玉
NPO法人埼玉映画ネットワーク
NPO法人セカンドリーグ埼玉

協賛 蕨市にぎわいまちづくり連合会
蕨戸田喫茶飲食組合・武蔵野銀行
埼玉りそな銀行・蕨商工会議所
川口信用金庫・城北信用金庫 順不同

©

チケット取扱所 蕨市民会館 048-445-7660 
蕨市立文化ホール くるる 048-446-8311

お問い合わせ 蕨市民会館 埼玉県蕨市中央4-21-29 ☎ 048-445-7660

まごころこめた
おもてなし



昭和49年、お茶の間の人気者はドリフとジュリー。どこか懐かしいある夏の1日を味わい深くユーモラスに
描くのは、「南極料理人」「横道世之介」などの沖田修一。沖田監督の温かな目線のもと、加瀬亮、吉村界
人、光石研、青木崇高、三上博史、吹越満、池谷のぶえ、きたろう、林与一･･･日本映画を支える実力派た
ちが結集して、熊谷家の1日を賑わせます。ちりばめられた、心にじんわり染み入る名セリフに、観終わっ
た後には、きっと家族や周囲の人たちを慈しむ気持ちが深くなることでしょう。

熊谷守一は、1880年生まれ。早くから才能を認められながらも、絵を褒め
られようとも有名になろうとも思わず。絵で家族を養えるようになったの
は50歳を過ぎたころ。42歳のとき、秀子（24歳）と結婚。1932年、豊島区
に自宅を新築し、1977年亡くなるまでこの家で暮らした。いま熊谷守一が
注目されるのは、その常識にとらわれない生き方、清貧にして豊かな人生
が現代人を魅了するからだろう。この並外れた個性を持つ夫を深く理解し
て人生をともに歩んだ妻との夫婦のありかたもまた、私たちを魅了してや
まない。芯の通った生き方とチャーミングな人柄、枯れることのない好奇
心とともに生涯現役として過ごしたしなやかな強靭さ、草木が茂った生命
力あふれる庭に、豊かな人生とはどんなものであるかを教えられる。本作
は、熊谷守一という人と芸術のエッセンスを見事に凝縮させた映画なのだ。「猫」1965年 愛知県美術館 木村定三コレクション
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